
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

   

 

  

   

 

 

 

 

 

  

 

  

３年生は、なんでも食べる A くんと、好き

嫌いが多く食べるのが苦手な Bくんを比べ

て、しっかり食べることで、元気な体を保つ

ことができることを学びました。バランス良

くなんでも食べることで、未来の元気につな

がることがわかったかな？ 

「なんでも食べよう！」 

 

８月２４日 第一小１年１組   
８月２５日 第一小１年２組  

８月２７日 北真小２年生 

      志文小３年生 

８月２８日 くりさわ学舎３年生    

        

市の特産品である「キジ肉」を学ぶ総合学習「キジプロジ

ェクト」の中で、学校給食のこんだてを考案してくれました。
「キジプロジェクト」では、市内でキジを飼育している多機能
型事業所「ここいろ」さんから、キジの飼育方法やキジ肉の
特徴について学びながら、こんだてを班ごとに考え、発表
会を行いました。 

 
        

給食に関する質問等は、学校給食課までご連絡ください。(℡ 22-4008) e-mail：kyusyoku@city.iwamizawa.lg.jp 

 
毎月の注目食材や特別 

献立、行事食などについて 

お知らせします。「こんだて

ひょう」とあわせてご覧くだ

さい。 

★たんたんの日こんだて                
Ａコース９日（水）・Ｂコース８日（火） 

★十五夜こんだて                
Ａコース２５日（金）・Ｂコース２４日（木） 

十五夜（じゅうごや）とは、１年で最も美しいとされる「中秋の名
月」を見ながら、秋の収穫に感謝をする日本の伝統行事、お月見
のことです。今年の十五夜は９月２５日です。給食では、この日にち

なんで、甘じょっぱいみたらしのあんがかかった「みたらしいもも
ち」と、りんごゼリー、ストロベリー＆ブルーベリーのゼリーの上
に、温州みかんゼリーのお月さまが浮いている、見た目も楽しい
おいしい「お月見ゼリー」がつきます。秋の味覚を楽しみながら、
自然の恵みや食べものへの感謝の気持ちも大切にして、おいしく
いただきましょう。今日の夜は、きれいな満月が見えるかな？ 

この日の岩見沢産食材は、「ピリ辛みそ汁」の玉ねぎ、長ねぎ、
手作りみそ、「とんカツ」のキタノカオリ、「キャベツとわかめのあ

えもの」のキャベツ、きゅうりです。野菜たちも旬の時期を迎え、給
食での登場も増えてきました。同じふるさとで育った食材を味わ
いましょうね！ 

 毎月、食育目標・給食
目標を決めています。 
季節の食材や目標にあっ
た内容をお知らせしま
す。ぜひお子さんと一緒
に読んでください。 

★日の出小 6年生が考えたこんだて                
Ａコース 1８日（金）・Ｂコース 1７日（木） 

市の HPからも 

閲覧できます！ 

どの班もたくさんの工夫があ
り、気持ちのこもった楽しい発表
でした。この餃子は、キジ肉を使
って、社会福祉法人「クピド・フェ
ア」さんで餃子にして、調理所で
揚げ調理をしますよ！ 

 
        

７月２８日１６時２７分、私は全国学校給食・栄養教諭等研究協

議会に参加するため、熊本城ホールの大ホールにいました。
突然、「ドンッ！」という下から突き上げるような衝撃のあと、
ガタガタと大きな揺れが襲いました。ホールの一部やほこり
が落下。幸い会場にけが人はなく、その後の研修はすべて中
止となりました。宿泊先のホテルでは安全装置が作動し、エ
レベーターや空調が停止。ホテルで過ごすのが怖かったた
め、臨時の避難所となった熊本城ホールのロビーで一夜を過
ごしました。避難物資の支給や案内など、熊本市役所のみな
さんが落ち着いて丁寧に対応してくださり、心強く感じまし
た。同時に、日頃からの備えや訓練があるからこそ、このよう
な対応ができるのだと実感しました。翌日、なんとかバスで
福岡まで移動することができました。福岡で食べた温かい料

理のおいしさは、涙が出そうなくらい体に染みました。当たり
前に食事ができること、安心して過ごせることは、決して当
たり前ではないのだと改めて感じました。  

今回の経験を通して、「いつ、どこで災害が起こるかわから
ない」ということ、そして日頃の備えの大切さを改めて実感
しました。「防災の日」を機会に、ご家庭でも防災について話
し合い、「もしもの備え」を見直してみませんか？ 

 
        

避難所で支給された物資 

「水」 

「非常食」 

「毛布」 
「クッキー」 

発表会の様子 

キジの赤ちゃん 

あの日、熊本で感じたこと 


